
社会を明るくする運動
　地域福祉課 ☎76-8184問

　７月は、犯罪や非行のない明るい地域社会を目指し、犯罪や非行をした
人の立ち直りを支える「社会を明るくする運動」の強化月間です。

　「めざせ! ムショラン三ツ星」の著者で、岡崎医療刑務所で管理栄養士として働く黒栁桂子さんによる講演

PICKUP 01

23760ID

7/1（水）7：30～8：00
尾張旭・旭前・印場・三郷駅前

と 　 き
と こ ろ

街頭啓発活動

7/24（金）13：30～15：30（開場13：00）
文化会館 あさひのホール
200人程度（申込不要。当日先着）

と　き
ところ
定 員

●聖カピタニオ女子高等学校ダンス部に
　よるオープニングあり ●記念品あり

その他

講演会「日本一小さな男子刑務所の給食作りから学んだこと」

昨年の様子
（尾張旭駅前）

更生保護マスコットキャラクター
ホゴちゃん

▶

　　　　　　　　 あさひフェスタの
ステージ出演団体・ボランティアスタッフを大募集!
　①観光協会  ☎52-6500、FAX.57-1833  ②産業課  ☎76-8137問

①ステージ出演団体

申し込み
フォーム

▲

観光協会
ホームページ▶

PICKUP 03

　１団体25分程度（準備・撤収時間を含む）
10/31（土）
森林公園

と 　 き
と こ ろ

②ボランティアスタッフ
　場内放送のアナウンス、迷子・落とし物の対応、イベントブースや本部運営のお手伝いなど

10/31（土）9：30～16：30
森林公園
15歳以上のかた（中学生を除く）

と 　 き
と こ ろ
対 象 者

8/20（木）までに応募用紙（産業課か
ホームページで）を直接、ファクス、郵送
（消印有効）か右記二次元コードで

申し込み

7/31（金）までに申込書（観光協会か右記二次元コードで）
を直接、メール（kanko@owariasahishi.com）かファクスで
応募多数の場合は抽選（市内在住・在勤者の団体を優先）

申し込み

そ の 他

市の新たな一大イベント

55006ID

市民音楽祭 参加者募集
　文化協会市民音楽祭実行委員会（生涯学習課内） ☎53-1144 45144ID問

　音楽活動に取り組む市民の皆さんが日頃の成果を発表するとともに、多くのかたに音楽に親しんで
もらえるよう、毎年開催しています。
　合唱、器楽演奏など（1団体15分以内）を発表する参加者を募集します。

10/11（日）10：00～17：00（予定）
文化会館ホール
市内在住・在勤・在学の5人以上の団体（選考）
7/1（水）～7/15（水）に申込書（生涯学習課かホームページで）を郵送（消印有効）か直接
●高校生以下のみで構成する団体は20歳以上の代表者が必要
●各団体で運営委員を2人選出（代表者と兼任可。ただし、重複出演が3つ以上あるかたは不可）

と 　 き
と こ ろ
対 象 者
申し込み
そ の 他

PICKUP 02

8

https://owariasahishi.com/index.html
https://logoform.jp/f/Snnrz
https://www.city.owariasahi.lg.jp/page/23760.html
https://www.city.owariasahi.lg.jp/page/45144.html
https://www.city.owariasahi.lg.jp/site/asahifesta/55006.html


PICKUP 05

　節電は、家庭での電力消費量の４割以上を占めるエアコン・冷蔵庫・照明
を省エネすることが大きなポイントです。温室効果ガスの排出削減のために、
効率よく消費量を抑えて、電気代の節約と省エネをしましょう。

無理のない範囲で、省エネ・節電にご協力を
　環境課 ☎76-8134問 3602ID

　照明・エアコンの調節やクールビズの導入な
ど、事業所、店舗、工場などで、可能な限り対策を
お願いします。

●昼休み時の照明は、窓口など必要最小限に
●公共施設の室内温度は28℃を目安、軽装で勤務

事業者の皆さんへ 市の取り組み

エアコン
●室内の冷やし過ぎに注意し、設定温度を上げる
●目詰まりしたフィルターを掃除する

冷蔵庫
●食品を詰め込み過ぎない
●冷蔵庫内の温度設定を「強」から「中」にする

照明
●人のいない部屋の電気は消す
●リビングなどの照明の明るさを下げる
●白熱電球を電球型LEDに取り替える

PICKUP 04

　熱中症は、気温・湿度が高いなどの環境で、体温調節機能が働かず、体内に熱がこもってしまうことで
起こります。運動中だけでなく、室内でも発症することがあります。最悪の場合、生命に関わる病気です。
　しっかり対策をして、熱中症を予防しましょう。

　熱中症は、その日の体調も影響します。体調が悪いと感じたときは無理せず静養しましょう。
　高齢者、子ども、持病のあるかた、肥満のかた、障がいのあるかたなどは熱中症になりやすいので、
より注意し、みんなで積極的に声を掛け合い、予防しましょう。

熱中症を予防しましょう 　環境課 ☎76-8134問 3249ID

　令和７年の救急出動件数は4,051件で、1日あたり11件以上の出動が
あったことになります。
　救急車で搬送される病気やけがの中には、日常のちょっとした心掛け
で防げるものがあり、そのことを意識して行動することを「予防救急」と
いいます。特に住宅内における高齢者の転倒による救急搬送が多いです。
　予防救急として、体づくりや手すり設置などの環境づくりを行いま
しょう。日頃から気を付けるポイントは、ホームページで

予防救急を始めましょう
　消防本部 地域消防防災施設ほんまる ☎53-2410 問 2600ID

喉が渇いていなくても、こまめに水分補給（１日当たり1～1.5リットルを目安。起床後や入浴前後も）
適度に塩分も補給
我慢せず、適切にエアコンを使用
暑さを避ける（外出時は、日傘や帽子、涼しい服装で。少しでも体調が悪くなったらすぐに日陰や風通しの良い場所に）

●
●
●
●
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https://www.city.owariasahi.lg.jp/site/healthycity/3249.html
https://www.city.owariasahi.lg.jp/site/syoubou/2600.html
https://www.city.owariasahi.lg.jp/page/3602.html
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